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令和７年（措）第５号 

排 除 措 置 命 令 書 

 

アメリカ合衆国デラウェア州ウィルミントン、リトル・フォール

ズ・ドライブ２５１ 

Google LLC 

同代表者 代表社員 XXVIホールディングス・インク  

同代表社員職務執行者 キャスリン・ダブリュー・ホール  

同日本における代表者 東京都渋谷区渋谷三丁目２１番３号

渋谷ストリーム 

グーグル・テクノロジー・ジャパン

株式会社 

同代表者 代表取締役 ケネス・イ  

 

公正取引委員会は、上記の者に対し、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関す

る法律（以下「独占禁止法」という。）第２０条第１項の規定に基づき、次のとお

り命令する。 

なお、主文、理由及び別紙１中の用語のうち、別紙１「用語」欄に掲げるものの

定義は、別紙１「定義」欄に記載のとおりである。 

 

主    文 

１ Google LLCは、自ら又は別紙２記載の自社の子会社を介

して行っている、次の⑴及び⑵を取りやめなければならな

い。 

(1) 本件許諾契約により、特定アンドロイド・スマートフォ

ンメーカーに対し、特定アンドロイド・スマートフォン

について、グーグル・プレイ・アプリの初期搭載の許諾

に併せて次の事項の実施を求めること 

ア   グーグル検索アプリを初期搭載すること並びにその

ウィジェット及びアイコン（アイコンを格納したフォ

ルダを含む。）を初期ホーム画面に配置すること 

イ   クローム・ブラウザを初期搭載すること、そのアイ

別添 
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コン（アイコンを格納したフォルダを含む。）を初期

ホーム画面に配置すること及びクローム・ブラウザの

設定をGoogle LLCの検索機能が選択された状態から

変更しないこと 

(2) 本件収益分配契約により、特定アンドロイド・スマー

トフォンメーカーのうち一部の者及び特定移動通信事業

者に対し、特定アンドロイド・スマートフォンについて

次のアからオまでの全部又は一部の事項の実施を求める

こと 

ア   次のことを行わず、また第三者（利用者を除く。）

に行わせないこと 

(ア)  他の検索事業者の検索機能の実装 

(イ)  他の検索事業者の検索機能への接続を主目的とす

る機能の実装 

(ウ)  利用者に対する、他の検索事業者の検索機能の紹

介又は利用の奨励若しくは提案 

イ   全ての検索機能について、利用される検索役務を

Google LLCの検索役務とすること 

ウ   Google LLCの検索ウィジェットを初期ホーム画面

に配置すること 

エ   既定のブラウザをクローム・ブラウザとし、クロー

ム・ブラウザのアイコンをドックに配置するとともに、

次のことを行わず、また第三者（利用者を除く。）に

行わせないこと 

(ア)  クローム・ブラウザの設定をGoogle LLCの検索機

能が選択された状態から変更すること 

(イ)  前記(ｱ)の設定の変更を利用者に促し又は提案す

ること 

オ   搭載されるブラウザについて、ブラウザの検索設定

を、Google LLCの検索役務を利用する設定又は移動通

信事業者のホームページを指定する設定とすること 

２ Google LLCは、次の事項を業務執行の決定機関によって
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決議しなければならない。 

(1) 前項⑴及び⑵を取りやめること 

(2) 今後、アンドロイド・スマートフォンの製造又は販売

を行う事業者に対し、検索機能の実装に係る取引に当た

り、第４項⑴又は⑵を行わないこと 

３ Google LLCは、第１項及び第２項に基づいて採った措置

を、特定アンドロイド・スマートフォンメーカー及び特定

移動通信事業者に通知し、かつ、自社の役員並びに本件許

諾契約又は本件収益分配契約に関連する業務に従事する自

社の従業員、自社の子会社の役員及び従業員に周知徹底し

なければならない。これらの通知及び周知徹底の方法につ

いては、あらかじめ、公正取引委員会の承認を受けなけれ

ばならない。 

４ Google LLCは、今後、アンドロイド・スマートフォンの

製造又は販売を行う事業者に対し、検索機能の実装に係る

取引に当たり、次の⑴又は⑵を行ってはならない。 

(1) グーグル・プレイ・アプリの初期搭載の許諾に併せて

第１項⑴ア、同イ、同項⑵ア、同イ、同ウ、同エ及び同

オの全部又は一部と同様の事項の実施を求めること 

(2) 金銭その他の経済上の利益を提供する条件として次の

ア又はイを求めること 

ア   第１項⑵ア又はイと同様の事項を実施すること 

イ   第１項⑴イ、同項⑵ウ、同エ、下記(ｱ)、同(ｲ)又は

同(ｳ)と同様の事項を複数併せて実施すること 

(ア)  グーグル検索アプリを初期搭載すること及びそ

のアイコン（アイコンを格納したフォルダを含む。）

を初期ホーム画面に配置すること 

(イ)  クローム・ブラウザについて、ブラウザの検索設

定を、Google LLCの検索役務を利用する設定又は移

動通信事業者のホームページを指定する設定とする

こと 

(ウ)  クローム・ブラウザ以外のブラウザについて、ブ
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ラウザの検索設定を、Google LLCの検索役務を利用

する設定又は移動通信事業者のホームページを指定

する設定とすること 

５ Google LLCは、次の事項を行うために必要な措置を講じ

なければならない。この措置の内容については、前項で命

じた措置が遵守されるために十分なものでなければならず、

かつ、あらかじめ、公正取引委員会の承認を受けなければ

ならない。 

(1) アンドロイド・スマートフォンの製造又は販売を行う

事業者との間の取引に関する独占禁止法の遵守について

の行動指針の作成並びに同指針の自社の役員並びに本件

許諾契約又は本件収益分配契約に関連する業務に従事す

る自社の従業員、自社の子会社の役員及び従業員に対す

る周知徹底 

(2) アンドロイド・スマートフォンの製造又は販売を行う

事業者との間の取引に関する独占禁止法の遵守について

の、自社の役員並びに本件許諾契約又は本件収益分配契

約に関連する業務に従事する自社の従業員、自社の子会

社の役員及び従業員に対する定期的な研修並びに定期的

な監査 

６ Google LLCは、独立した第三者を速やかに選定し、第１

項から前項までで命じた措置について、第１項の措置を講

じてから５年間、履行状況を監視させなければならない。

当該第三者の選定、当該第三者との当該監視に係る契約内

容及び当該監視の具体的な内容については、当該各項で命

じた措置が遵守されるために十分なものでなければならず、

かつ、あらかじめ、公正取引委員会の承認を受けなければ

ならない。 

７ (1)  Google LLCは、前項の第三者に、第１項、第２項、第

３項及び第５項⑴に基づいて採った措置の履行状況につ

いて速やかに公正取引委員会に報告させなければならな

い。 
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(2) Google LLCは、前項の第三者に、第４項及び第５項⑵

に基づいて採った措置の履行状況について、第１項の措

置を講じてから５年間、毎年、公正取引委員会に報告さ

せなければならない。 

 

理    由 

第１ 事実 

１  関連事実 

(1) 名宛人の概要 

Google LLCは、肩書地に本店を置き、自ら又は自社の子会社を介して、我

が国において、検索役務等に関する製品及び役務に関する事業を行っている。 

なお、Google LLCは、平成２９年９月３０日、グーグル・インクが組織変

更したものである。 

(2) アンドロイド・スマートフォンの流通及びアプリ等に係る仕様の決定 

ア  アンドロイド・スマートフォンメーカーは、アンドロイド・スマートフォ

ンを、移動通信事業者に販売しているほか、自ら又は販売代理店等を通じ

て利用者に販売している。また、移動通信事業者は、アンドロイド・スマー

トフォンメーカーから仕入れたアンドロイド・スマートフォンを、自ら又

は販売代理店を通じて利用者に販売している。 

イ  アンドロイド・スマートフォンに初期搭載されるアプリ及び当該アプリ

のアイコン又はウィジェットの画面上の配置は、アンドロイド・スマート

フォンメーカーがアンドロイド・スマートフォンを移動通信事業者に販売

する場合は、当該アンドロイド・スマートフォンメーカーと当該移動通信

事業者の協議を経て決定される。また、移動通信事業者以外の者に販売す

る場合は、通常、当該アンドロイド・スマートフォンメーカーにより決定

される。 

ウ  アンドロイド・スマートフォンメーカー及び移動通信事業者は、自らが

販売するアンドロイド・スマートフォンに初期搭載するアプリ及び当該ア

プリのアイコン又はウィジェットの画面上の配置を検討するに当たり、利

用者の利便性の確保を重視している。 

(3) アンドロイド・スマートフォンにグーグル・プレイ・アプリを初期搭載す

る必要性等 
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ア  利用者が、購入したアンドロイド・スマートフォンにアプリを自ら搭載

する際には、ストアアプリを用いることが一般的である。 

イ  グーグル・プレイ・アプリは、ストアアプリの中で、アンドロイド・ス

マートフォンの利用者に最も多く利用されている。 

ウ  Google LLCは、利用者がアンドロイド・スマートフォンの購入後に自ら

グーグル・プレイ・アプリを入手し搭載する手段を提供していない。 

エ  前記アからウまでの状況の下、アンドロイド・スマートフォンメーカー

にとっては、自社が販売するアンドロイド・スマートフォンにグーグル・

プレイ・アプリを初期搭載することが必要である。 

オ  アンドロイド・スマートフォンメーカーがグーグル・プレイ・アプリを

アンドロイド・スマートフォンに初期搭載するためには、Google LLC又は

その子会社との間で本件許諾契約を締結して、グーグル・プレイ・アプリ

を初期搭載した特定アンドロイド・スマートフォンを第三者に供給するこ

とについての許諾を受ける必要がある。 

(4) アンドロイド・スマートフォンへの検索機能の実装等 

ア  アンドロイド・スマートフォンに検索機能を実装する方法としては、ホー

ム画面等に検索ウィジェット又は検索アプリのアイコンを配置する方法の

ほか、ブラウザの検索設定において特定の検索事業者の提供する検索機能

を選択する方法等がある。 

イ  検索事業者にとって、自社の検索機能が実装された状態でアンドロイ

ド・スマートフォンが販売されることは、検索役務の提供に係る事業を営

む上で重要となっている。 

ウ  アンドロイド・スマートフォンメーカー及び移動通信事業者にとって、

利用者が検索役務を迅速かつ容易に利用できるように検索機能を実装した

状態でアンドロイド・スマートフォンを販売することは、利用者の利便性

確保のために重要となっている。 

エ  アンドロイド・スマートフォンを用いた検索役務の利用は、ホーム画面

に配置された検索ウィジェット又は検索アプリのアイコン並びにブラウザ

のアドレスバー及びブラウザにより表示される検索事業者のウェブページ

の検索窓を通じて行われることが多い。 

(5) クローム・ブラウザにおける検索機能に係る設定 

Google LLCは、本件許諾契約に基づき特定アンドロイド・スマートフォン
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メーカーに搭載を許諾するクローム・ブラウザについて、Google LLCの検索

機能が選択された状態に設定している。 

(6) 検索アプリ及びブラウザの搭載等に関する事実上の制約 

ア  アンドロイド・スマートフォンメーカー及び移動通信事業者は、一のア

ンドロイド・スマートフォンに複数の検索アプリ又はブラウザを初期搭載

することや、複数の検索アプリのアイコン若しくはウィジェット又はブラ

ウザのアイコンを初期ホーム画面等に配置することは、利用すべきアプリ

又はウィジェットについて利用者を迷わせることなどから、利用者の利便

性の低下につながる可能性があると認識しており、原則として避けること

としている。 

イ  一のクローム・ブラウザのアドレスバーを検索窓として行う検索に応答

して検索役務を提供する検索事業者、一のクローム・ブラウザの起動時に

開かれるページ、一のクローム・ブラウザのホームボタンをタップしたと

きに開かれるページ及び一のクローム・ブラウザの新規のタブの立上げ時

に開かれるページとして設定できるものは、それぞれ、一つずつである。 

(7) Google LLCと特定アンドロイド・スマートフォンメーカー又は特定移動通

信事業者との契約 

ア  Google LLCは、平成２１年頃以降、自ら又は別紙２記載の自社の子会社

を介して、特定アンドロイド・スマートフォンメーカーとの間で本件許諾

契約を締結しており、令和６年１２月現在、少なくとも特定アンドロイド・

スマートフォンメーカー６社との間で本件許諾契約が存続している。 

令和５年に我が国で販売されたアンドロイド・スマートフォンの少なく

とも８割は、本件許諾契約の対象となっており、Google LLCの検索機能が

実装されている。 

イ  本件収益分配契約は、特定アンドロイド・スマートフォンメーカー又は

移動通信事業者に対し、特定アンドロイド・スマートフォンに他の検索事

業者の検索機能を実装しないことなどを条件として、Google LLCの検索役

務に係る検索広告による収益の一部を分配することを規定している。本件

収益分配契約に基づき分配される額は、契約の相手方である特定アンドロ

イド・スマートフォンメーカー又は特定移動通信事業者が販売する特定ア

ンドロイド・スマートフォン上で、Google LLCが提供する検索役務を用い

て利用者が行った検索によりGoogle LLCが得た検索広告による収益の額
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等に基づき算定される。 

Google LLCは、遅くとも平成２５年頃以降、自ら又は別紙２記載の自社

の子会社を介して、特定アンドロイド・スマートフォンメーカーのうち一

部の者及び特定移動通信事業者との間で本件収益分配契約を締結しており、

令和６年７月現在、少なくとも特定アンドロイド・スマートフォンメーカー

４社及び特定移動通信事業者１社との間で本件収益分配契約が存続してい

る。 

２  Google LLCによるアプリの搭載、配置等に関する拘束 

Google LLCは、遅くとも令和２年７月以降、次の⑴及び⑵を行うことにより、

特定アンドロイド・スマートフォンメーカー及び特定移動通信事業者に対し、

他の検索事業者の検索機能を特定アンドロイド・スマートフォンに実装させな

いようにしている。 

(1) 本件許諾契約に基づくアプリの搭載に係る許諾の条件 

Google LLCは、本件許諾契約により、特定アンドロイド・スマートフォン

メーカーに対し、特定アンドロイド・スマートフォンについて、グーグル・

プレイ・アプリの初期搭載の許諾に併せて次の事項の実施を求めている。 

ア  グーグル検索アプリを初期搭載すること並びにそのウィジェット及びア

イコン（アイコンを格納したフォルダを含む。）を初期ホーム画面に配置

すること 

イ  クローム・ブラウザを初期搭載すること、そのアイコン（アイコンを格

納したフォルダを含む。）を初期ホーム画面に配置すること及びクローム・

ブラウザの設定をGoogle LLCの検索機能が選択された状態から変更しな

いこと 

(2) 本件収益分配契約に基づく収益分配の条件 

Google LLCは、本件収益分配契約により、特定アンドロイド・スマートフォ

ンメーカーのうち一部の者及び特定移動通信事業者に対し、Google LLCが提

供する検索役務に係る検索広告による収益の一部を支払う条件として、特定

アンドロイド・スマートフォンについて次のアからオまでの全部又は一部の

事項の実施を求めている。 

ア  次のことを行わず、また第三者（利用者を除く。）に行わせないこと 

(ア) 他の検索事業者の検索機能の実装 

(イ) 他の検索事業者の検索機能への接続を主目的とする機能の実装 
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(ウ) 利用者に対する、他の検索事業者の検索機能の紹介又は利用の奨励若

しくは提案 

イ  全ての検索機能について、利用される検索役務をGoogle LLCの検索役務

とすること 

ウ  Google LLCの検索ウィジェットを初期ホーム画面に配置すること 

エ  既定のブラウザをクローム・ブラウザとし、クローム・ブラウザのアイ

コンをドックに配置するとともに、次のことを行わず、また第三者（利用

者を除く。）に行わせないこと 

(ア) クローム・ブラウザの設定をGoogle LLCの検索機能が選択された状態

から変更すること 

(イ) 前記(ｱ)の設定の変更を利用者に促し又は提案すること 

オ  搭載されるブラウザについて、ブラウザの検索設定を、Google LLCの検

索役務を利用する設定又は移動通信事業者のホームページを指定する設定

とすること 

３  前記２の行為の影響 

前記２の行為の結果、以下の事実が生じている。 

(1) 我が国で販売されているアンドロイド・スマートフォンの少なくとも８割

において、グーグル検索アプリ及びクローム・ブラウザが初期搭載され、そ

れらのアイコン又はウィジェットが初期ホーム画面に配置され、クローム・

ブラウザではブラウザの検索設定においてGoogle LLCの検索機能が選択され

ている。 

(2) 令和６年７月において、前記２⑵の条件の全部又は一部に適合し、Google 

LLCから特定アンドロイド・スマートフォンメーカーのうち一部の者又は特定

移動通信事業者への、検索役務に係る検索広告による収益の一部の支払の対

象となった特定アンドロイド・スマートフォンの台数は、我が国で利用され

ている特定アンドロイド・スマートフォンのうち過半を占めている。 

第２ 法令の適用 

前記事実によれば、Google LLCは、前記第１の２⑴及び⑵の条件を付けて検

索機能の実装に係る取引を行うことにより、特定アンドロイド・スマートフォ

ンメーカー及び特定移動通信事業者に対し、他の検索事業者の検索機能を特定

アンドロイド・スマートフォンに実装させないようにしているものであり、こ

れは、Google LLCが、特定アンドロイド・スマートフォンメーカー及び特定移



１０ 

動通信事業者の事業活動を不当に拘束する条件を付けてこれらの事業者と取引

しているものであって、不公正な取引方法（昭和５７年公正取引委員会告示第

１５号）の第１２項に該当し、独占禁止法第１９条の規定に違反するものであ

る。 

よって、Google LLCに対し、独占禁止法第２０条第１項の規定に基づき、主

文のとおり命令する。 

令和７年４月１５日 

 

公 正 取 引 委 員 会 

 

委員長 古  谷  一  之 

 

委 員 三  村  晶  子 

 

委 員 青  木  玲  子 

 

委 員   田  安  志 

 

委 員 泉  水  文  雄 



 

別紙１ 

 

番号 用語 定義 

１ アイコン 
アプリの起動に用いるため、スマートフォンの画

面上に配置される小画像 

２ アドレスバー 
ブラウザにおいて表示中のウェブページ等のアド

レスが表示される欄で、検索窓を兼ねる 

３ アプリ 

スマートフォンに組み込まれ、基本動作ソフト

ウェアを通じて検索役務の利用、ウェブページの閲

覧その他の利用者の個別の用途に供されるよう構成

されたソフトウェア（アプリケーション・ソフトウェ

ア） 

４ アプリストア 

利用者に対し、ネイティブアプリ（アンドロイド・

スマートフォンに搭載して利用するために開発され

たアプリ）を提供する場 

５ 
ア ン ド ロ イ ド ・ ス

マートフォン 

基本動作ソフトウェアである「アンドロイド」を

搭載し、Google LLCが指定する仕様で開発されたア

プリが動作するスマートフォンのうち、我が国にお

いて販売されるもの（Google LLCが販売するスマー

トフォンを除く。） 

６ 

ア ン ド ロ イ ド ・ ス

マ ー ト フ ォ ン メ ー

カー 

アンドロイド・スマートフォンの製造販売を行う

事業者 

７ 移動通信事業者 

我が国において、電気通信役務としての移動通信

サービスを提供する電気通信事業を営む者であっ

て、当該移動通信サービスに係る無線局を自ら開設

（開設された無線局に係る免許人等の地位の承継を

含む。）又は運用している者 

８ ウィジェット 

アプリの機能の一部をホーム画面等で利用するた

めにホーム画面等に配置される表示、又は当該表示

を行うためのソフトウェア 



 

番号 用語 定義 

９ ウェブサイト 複数のウェブページの集合体 

１０ ウェブページ インターネット上の１ページの文書 

１１ 既定のブラウザ 

ウェブページの閲覧機能がないアプリでウェブ

ページへのリンクを開く操作をした場合に、当該

ウェブページを表示するアプリとして自動的に選択

されるブラウザ 

１２ 
基本動作ソフトウェ

ア 

スマートフォンに組み込まれ、主としてスマート

フォンの中央演算処理装置における演算の制御その

他のスマートフォンの動作の制御を行うための情報

処理を行うよう構成されたソフトウェア 

１３ グーグル検索アプリ 
Google LLCが提供する、「Google Search」と称す

る検索アプリ 

１４ 
グーグル・プレイ・

アプリ 

Google LLCが運営するアプリストアを利用するた

めの、「Google Play」と称するストアアプリ 

１５ クローム・ブラウザ 
Google LLCが提供する「Google Chrome」と称する

ブラウザ 

１６ 検索アプリ 検索役務を利用するためのアプリ 

１７ 検索ウィジェット 検索アプリのウィジェット 

１８ 検索役務 

検索エンジンを用いて、利用者が検索により求め

る情報を特定の分野又は画像、映像その他の特定の

形式に限定することなく表示する役務 

１９ 検索エンジン 
指定された検索語句に関連する不特定多数のウェ

ブページ等の情報を出力するソフトウェア 

２０ 検索機能 
利用者がスマートフォンで検索役務を利用できる

機能 

２１ 検索広告 
検索役務を利用した際、検索結果とともに表示さ

れる広告 

２２ 検索語句 検索の対象とする語句（文章等を含む。） 

２３ 検索事業者 検索役務を提供する事業者 

２４ 検索窓 検索役務を利用するための検索語句の入力欄 



 

番号 用語 定義 

２５ 実装 

スマートフォンにおいて、特定の機能（特定の機

能の利用を容易にする機能を含む。）を利用可能に

すること 

２６ 初期搭載 

アンドロイド・スマートフォンメーカーがアンド

ロイド・スマートフォンの販売前にアプリを搭載す

ること 

２７ 初期ホーム画面 

アンドロイド・スマートフォンメーカーがアンド

ロイド・スマートフォンの販売前にホーム画面とし

て設定する画面 

２８ ストアアプリ アプリストアを利用するためのアプリ 

２９ スマートフォン 

常時携帯して利用できる大きさの端末であって、

ソフトウェアを追加的に組み込んで利用でき、かつ、

電話及びインターネットの利用ができるもの 

３０ ソフトウェア 
プログラムの集合体であって、特定の目的のため

に電子計算機による情報処理の用に供されるもの 

３１ タブ 

ブラウザで一のウェブページを開いたまま異なる

ウェブページを開く機能、又は当該機能により開か

れた各ウェブページ 

３２ 
特定アンドロイド・

スマートフォン 

アンドロイド・スマートフォンのうち本件許諾契

約の対象となったもの 

３３ 

特定アンドロイド・

スマートフォンメー

カー 

特定アンドロイド・スマートフォンの製造販売を

行う事業者 

３４ 特定移動通信事業者 
移動通信事業者のうち本件収益分配契約を締結し

ている者 

３５ ドック 
ホーム画面の一部で、ホーム画面等の下部に固定

的に表示されるアプリのアイコンの配置場所 

３６ ブラウザ 
ウェブページを閲覧することを主たる用途とする

アプリ 



 

番号 用語 定義 

３７ ブラウザの検索設定 

ブラウザのアドレスバーを検索窓として行う検索

に応答して検索役務を提供する検索事業者、ブラウ

ザの起動時に開かれるページ、ブラウザのホームボ

タンをタップしたときに開かれるページ又はブラウ

ザの新規のタブの立上げ時に開かれるページを指定

する設定の総称 

３８ プログラム 
電子計算機に対する指令であって、一の結果を得

ることができるように組み合わされたもの 

３９ ホーム画面 

スマートフォンの起動時又は「ホーム」ボタンの

タップ時等に表示される画面（スクロール先の画面

を除く。）であり、ドックを含む 

４０ ホームページ 
ウェブサイトを構成するウェブページのうち入口

に当たるページ 

４１ 本件許諾契約 

Google LLC又はその子会社とアンドロイド・スマー

トフォンメーカーとの間で締結される、「Mobile 

Application Distribution Agreement」と題する契

約（当該契約の変更又は更改を目的とする契約を含

む。）であり、Google LLCによるグーグル・プレイ・

アプリ等の自社アプリの特定アンドロイド・スマー

トフォンへの初期搭載の許諾に併せて、アンドロイ

ド・スマートフォンメーカーがGoogle LLCの提供す

るウィジェット及び特定のアプリのアイコンをホー

ム画面等の指定の場所に配置することなどを内容と

するもの 



 

番号 用語 定義 

４２ 本件収益分配契約 

Google LLC又はその子会社と特定アンドロイド・

スマートフォンメーカー又は移動通信事業者との間

で 締 結 さ れ る 、 「 Google Mobile Revenue Share 

Agreement」、「Google Mobile Incentive Agreement」

等と題する契約（当該契約の変更又は更改を目的と

する契約を含む。）であり、特定アンドロイド・ス

マートフォンメーカー又は移動通信事業者が特定ア

ンドロイド・スマートフォンに他の検索事業者の検

索機能を実装しないなど一定の条件を満たした場合

に一定の金銭を支払うことなどを内容とするもの 

４３ 利用者 一般消費者等の、スマートフォンを利用する者 



 

別紙２ 

 

グーグル・アイルランド・リミテッド、グーグル・アジア・パシフィック・プラ

イベート・リミテッド又はグーグル・コマース・リミテッド 

 


